
2012 年 環境活動目標・実績の取組結果とその評価               2012 年 12 月 27 日 環境管理責任者 臼井 佳子 

 目  標 結  果 実 施 状 況 評価 原  因 改 善 策 

地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
取
組 

・電気使用量  

2011 年比 1％減 

電灯 10,107ｋｗｈ 

ｴｱｺﾝ 5,541ｋｗｈ 

合計 15,648ｋｗｈ 

 

 

・ｶﾞｿﾘﾝ使用量  

2010 年実績を維持 

828L 

 

・二酸化炭素排出量 

7660.8ｋｇ-CO2 

（2011 年実績） 

・電気使用量実績  

2011 年比 0.25％減 

電灯 9,479ｋｗｈ 

ｴｱｺﾝ 6,289ｋｗｈ 

合計 15,768ｋｗｈ 

 

 

・ｶﾞｿﾘﾝ使用量実績 

2011 年比 21％減 

768L 

 

・二酸化炭素排出量実績 

9178.2ｋｇ-CO2 

 

・年間を通して空調温度管理を

徹底（夏 28℃/冬 21℃） 

・昼休み（12：00～13：00）事務

所内消灯の徹底 

・ｸｰﾙﾋﾞｽﾞの早期開始・終了延

長（5/16～10/15） 

・週休 2 日制導入 

 

・担当変更等により出張先距離

の減少 

・効率の良いﾙｰﾄでの外出・関

与先訪問 

・自動集金率向上により訪問集

金が減少（全体の 7 割） 

 

△ 

・空調の温度管理をさらに徹底 

 

・ｸｰﾙﾋﾞｽﾞを延長することにより、職

員の意識向上により維持できた 

 

・自動集金率向上により訪問による

集金が抑えられた 

 

・内部体制変更等により担当変更

があり出張距離数が減少 

 

・使用量は減少したが CO2 排出係

数が上がったため増加 

･ｸｰﾙﾋﾞｽﾞの推進・延長 

・屋内・屋外の気温測定 

・空調温度の管理の再徹底 

（夏 28℃/冬 21℃） 

・引続き業務効率化をはかり使

用量削減を目指す 

・6 月～12 月は月 2 回のﾉｰ残業

ﾃﾞｰを実施（2012 年は月 1 回）

 

・引続き効率的なﾙｰﾄで外出・関

与先訪問を心掛ける 

地
球
資
源
の
保
全 

・廃棄物量 

2011 年比 1％減 

処分 236.0ｋｇ 

ﾘｻｲｸﾙ 204.0ｋｇ 

合計 440ｋｇ 

 

・紙使用量  

2011 年比 1％減 

296ｋｇ 

 

・廃棄物量実績 

2011 年比 1.35％減 

処分 157.6ｋｇ 

ﾘｻｲｸﾙ 280.5ｋｇ 

合計 438ｋｇ 

 

・紙使用量実績 

2011 年比 1.94％増 

305.0ｋｇ 

 

・年間を通し資源ｺﾞﾐ買い取業

者を利用することにより廃棄物

の分別の意識向上 

・不要商品ｶﾀﾛｸﾞを引取ってもら

った 

 

・両面ｺﾋﾟｰや裏紙使用の徹底 

（電子申告による紙量削減は大

きいが確認事項が多いためﾃﾞｰ

ﾀ送信の前にﾌﾟﾘﾝﾄｱｳﾄして確認

しているのが現状） 

○ 

・資源ｺﾞﾐ買い取業者利用によりｼｭ

ﾚｯﾀﾞｰｺﾞﾐがﾘｻｲｸﾙｺﾞﾐ扱いとなり、

廃棄物処分量が減少（34％減） 

・備品購入先の不要な商品ｶﾀﾛｸﾞ

引取ｻｰﾋﾞｽを利用 

・引続き職員が飲むお茶を粉茶に

して生ｺﾞﾐを減少 

 

・紙使用量は、扱う資料も機密的な

ものが多くｺﾋﾟｰをとる必要もあり、減

少は難しいが現状維持を心掛ける

・紙類は、ｼｭﾚｯﾀﾞｰを利用して極

力資源ｺﾞﾐとしていく 

 

・不要な DM やｶﾀﾛｸﾞの返却・拒

否 

・引続き職員は生ｺﾞﾐ削減のため

粉茶を使う 

 

・ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ業務の推進 

・ﾊﾟｿｺﾝからの不要なﾌﾟﾘﾝﾄｱｳﾄを

控える 

・裏紙使用・両面ｺﾋﾟｰ再徹底 

環
境
意
識
向
上
と
情
報
発
信 

・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにてｴｺｱｸｼｮﾝの情

報を発信 

 

 

 

 

・ｸﾞﾘｰﾝ商品購入の推進 

・各職員が内容を考え発信して

いる 

・ﾃｰﾏを更に掘り下げ、とても分

りやすい内容になった 

 

 

・ｸﾞﾘｰﾝ商品購入金額の割合 

月平均 64％ 

・各職員が再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰを

ﾃｰﾏに絞り簡単に紹介 

 

 

 

 

・備品購入総額の内ｸﾞﾘｰﾝ商品

購入の割合を初めて算出 

○ 

・ﾃｰﾏを更に掘り下げたことにより職

員個人の視野も広げることができた

 

 

 

 

・購入先業者が毎月購入実績を知

らせてくれるｻｰﾋﾞｽを利用 

・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞをさらに活用し環境情

報を発信していく 

 

・全員参加を目標とする 

 

 

・今後もこのような環境を考えたｻ

ｰﾋﾞｽを活用していきたい 

購入電力の二酸化炭素排出係数は、環境省発表（平成 24 年 11 月 6 日公表）平成 23 年度中部電力の実排出係数を適用 


